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会長時間

　　会長　　川中 敬三

第３例会唱和　ロータリーの理念（超我の奉仕）

『＊人は自分１人では生きていける存在ではない。お互い支え合い、助け

合ってこそ生きて行けるのである。』　『＊人と人との支え合いは、思いやり、

分かち合い、関わり合いである。相手の身になって、思いやりの心を持って

関わり合うことが「ロータリーの奉仕」の根本理念である。』　『＊「奉仕第一．

自己第二」奉仕の中にこそ、幸福は存在する。奉仕の苦労は、これを受け、まあこれに打ち勝つことにより人生

を高めるものである。』　『＊ロータリーの奉仕とは、人と社会との関わり合いの基本として「超我の奉仕」を適応

することである。』 

１０月第３例会を迎えました、今週末には宇部で東ガバナーの元、「仲間と集い　ロータリーを矜持しよう」という

スローガンの地区大会があります。皆さん奮って参加されますようお願いします。 

さて先日の１８日（日）ビッグアーチで第５１回広島市小学校児童陸上記録会があり、本年広島陵北ＲＣ２５周

年記念事業であります優勝カップ贈呈式に武田副会長、高野幹事ともども出向いてまいりました。そのお礼に

尾形広島市教育長様が申しておられましたが、今まで広島市小学校、中学校、高校に数々の優勝旗を寄贈

し、又今回優勝カップを寄贈して頂いた広島陵北ＲＣに敬意と感謝申し上げ、今後もロータリーの奉仕活動に

邁進されるよう祈念申し上げます、とのお言葉を頂きました。 

もう１、２心したいことがありますので申し上げます。遠慮（えんりょ）とは―――遠きを慮（おもんばか）ることであ

る。遠きには二つの意味がある。時間的な遠い将来と、空間的な広がりである。良き人間関係を保つにも遠慮

は必要で、そのために我々の先祖は礼という規範をつくった。時空間の遠きに思いを馳せ、人に対しては言

動を控えめにする、それができる人を大人という。 

その反対に、遠慮を知らず、礼を弁えない人は幼児性の域を脱しえない人ということになり心したいことであ

る。論語に「人、遠き慮（おもんばかる）なければ必ず近き憂いあり」もし人が遠い将来を見通し、広く周囲を見

回して深い思慮を巡らせておかないと、必ず手近なところに、憂うべきことが起きてくる、ということである。 

ロータリーの友１０月号の弘法大師とロータリーという欄に、「一生を終えてのちに残るものは、自分たちが集め

たものではなく、われわれが与えたものである」、と書いてあり、さらに利他行を実践することが、世の為、人の

為、世界の為になるとあります。以上心に刻み日々の暮らしに生かしていきましょう。今日はこれで会長スピー

チといたします。 

今回の例会（１０月２８日）

職場訪問例会

於 ： 熊 野 町 筆 の 里 工房

次回の例会（１１月７日）

「広島市小学生体育連盟陸上教室」
支援活動

※11/4（水）の例会を変更

出席報告
（例会運営委員会）

10月21日(水)出席者

会員総数 53名

出席会員 37名

欠席会員 16名

ご来賓 1名

ご来客 1名

ゲスト 0名

来客者紹介
（親睦家族委員会）

10月21日(水)出席者

広島南ＲＣ 1名

【例会】　毎週水曜日(12:30～13:30)　／　リーガロイヤルホテル広島（広島市中区基町6-78）　／　082-502-1121

【会長】川中 敬三 【事務所】広島市中区基町6-78 リーガロイヤルホテル広島13F 【TEL】082-221-4894
【幹事】高野 憲一郎 【ホームページ】http://www.ryohoku-rc.jp/ 【FAX】082-221-4870
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幹事報告
（高野憲一郎）

■休会

・ １１月２日(月) 広島東南ＲＣ 

■お知らせ

・ １１月４日(水)の例会を１１月７日(土)変更し、「広島市小学

生体育連盟陸上教室」支援活動を行います。出欠は回覧

にてお願い致します。
【と　き】　１１月７日(土) １２：００～１４：３０

【ところ】　エディオンスタジアム広島 

・ 今週末１０月２５日(日)に宇部市にて地区大会が開催され

ます。登録をされている方はご出席下さいますようお知らせ
致します。６時にホテルグランヴィア広島裏口バス停乗り場

へお集まり下さいますようお願い致します。 

・ 本日、発行の週報を受付へ置いておりますので、必要な方

はお持ち帰り下さい。 

・ 次週のプログラムは職場訪問例会に変更をし、熊野町筆

の里工房へ訪問いたしますので、お間違えのないようご注

意下さい。リーガロイヤルホテル広島から貸切バスを利用

される方は １１時に１階の花屋さんの横へご集合下さいま

すようお願い致します。 

：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：SMILE BOX

川中敬三 会員、武田龍雄 会員

広島市小学生体育連盟陸上教室　常任理事　大田　恒二

様、今日の卓話宜しくお願い致します。 

伊藤弘幸 会員

大田先生、今日はお忙しい中、卓話していただきありがとうご

ざいます。これからも児童の為頑張って下さい。 

川中敬三 会員、高野憲一郎 会員

10月18日(日)に行われました第51回広島市小学校児童陸上

記録会に優勝カップの贈呈式に参加しました。これを機会に

子どもの励みになればと思います。 

武田龍雄 会員

案内が遅くなりましたが、今月いっぱい広島信用金庫八丁堀

支店１０階で「日本画展」を開催しております。今回は財団設

立２０周年記念ということで、文化勲章受章作家３４人の作品

を展示しています。無料です。是非お立ち寄り下さい。 

三村直雅 会員

２５日の地区大会、入会３年未満にも関わらず、仕事で欠席に

なってしまい大変失礼な事で申し訳ございません。今後はこ

のような事がないよう気を付けます。また、来週の職場訪問例

会はどうぞよろしくお願い致します。 

瀬川長良 会員

父の葬儀に際しましてのご厚情に感謝申し上げます。大変遅

くなりました。ありがとうございました。（大枚） 

当日計 39,000円 累計 317,000円
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　 来 賓 卓 話

広島市小学生体育連盟陸上教室について 

広島市小学生体育連盟

陸上教室 常任理事

大田 恒二　様 

広 島 市 小 学 生 体 育 連 盟 は 、 サ ッ カ ー ・ バ レ ー ボ ー ル ・ バ ス ケ ット

ボ ー ル ・ 体 操 ・ 水 泳 ・ 陸 上 の ７ 教 室 で組 織 さ れ 、 ス ポ ー ツ に 親 し む

子 ど も た ち を 育 ん で い き た い と 願 っ て 活 動 す る ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 で

す 。  

私 が 運 営 に 携 わ っ て い る 陸 上 教 室 は 、昭 和 ４ ６ 年 （ １ ９ ７ １ 年 ） に 発

足 し 、 現 在 で は 市 内 ６ 会 場 （ 本 川 小 、附 属 東 雲 小 、 戸 坂 小 、 市 立

大 、 可 部 小 、五 日 市 中 央 小 ） で 、 年 間 ９ 回 の 活 動 を 行 っ て い ま す 。

平 成 ２ ７ 年 度 は 、 ４ ～ ６ 年 生 の 希 望 者 ３ ０ １ 名 で ６ 会 場 に 分 か れて 活 動 し て い ま す 。  

走 ・ 跳 ・ 投 の 運 動 を バ ラ ン ス よ く 経 験 で き る よ う に 年 間 指 導 計 画 を 立 て 、 特 に 小 学 生 期 な の

で 、 基 本 の 運 動 を 大 切 に し て 、 遊 び の 要 素 を 取 り 入 れ な が ら 、 動 き づ く り に 重 点 を 置 い て 指 導

し て い ま す 。  

近 年 、 広 島 陵 北 ロ ー タ リー ク ラブ か ら の 様 々 な 支 援 が 、 子 ど も た ち の 効 果 的 な 運 動 や 意 欲 付

け に 好 影 響 を 与 え て く だ さ っ て い ま す 。 例 え ば 、 ミ ニハ ー ドル を 活 用 し て 、バ リェ ー シ ョ ン 豊 富

な 運 動 を 仕 組 む こ と が で き 、走 ・ 跳 に つ な が る 運 動 能 力 の 向 上 に つ な が りま す 。 ま た 、 広 島 市

出 身 の トッ プ ア ス リ ー ト を 招 い た 陸 上 競 技 イ ベ ント の 実 施 に よ り 、あ こ が れや 夢 を も ち 、 ト ップ ア

ス リ ー ト の サ イ ン 入 り Ｔ シ ャツ の プ レゼ ント に よ り 、 そ れを 身 に 付 け る こ と で 、 子 ど もた ち の 陸 上

競 技 に 対 す る 意 欲 の 向 上 に つ な が り ま す 。 何 よ り 、 子 ど もた ち の 力 に な り た い と い う 皆 様 の 熱

い 思 い が 、 子 ど も た ち や 指 導 者 へ の 後 押 し と な っ て い ま す 。  

今 後 も 、 より 多 く の 子 ど もた ち に 陸 上 競 技 の 魅 力 を 伝 え 、 陸 上 競 技 に 親 し む と と も に 、 体 力 向

上 や 望 ま し い 人 間 形 成 を 図 る こ と が で き る よう に 、指 導 者 一 同 力 を 尽 く し た い と 思 っ て い ま す 。  

最 後 に 、広 島 陵 北 ロ ー タ リー ク ラ ブ の 皆 様 方 の ご 支 援 を 感 謝 す る と と も に 、 ま す ま す の ご 発 展

を 祈 念 い た し ま す 。  


